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脳を鍛えながら、スポーツ&エクササイズ

地域で継承される伝統の舞

5月19日
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フードバンクISS

今年度の各月の
レポートはこちら▶︎

広報レポーター
橋本千代子（岩戸）

　フードバンクISSは、令和3年12月に西印旛地域の活動のために設立されたボランティア
団体。ISSは印西、白井、栄の3つの市町の頭文字です。メンバーは、市内の子ども食堂で
も活動している人たち。設立以前は、千葉市のフードバンクちばまで車で行き、食品など
をもらってきていたとか。
　設立後は、地域の企業や団体、個人から食品などをもらったり、農家さんや家庭菜園を
している人から野菜や米などをもらえるようになったそうで、いただいた物は小分けにし
て、ひとり親家庭や子ども食堂・地域食堂・地域の福祉団体などに提供しているそうです。
　取材当日は、小分け作業の最中で、量ったお米や数種類のお菓子をそれぞれ小袋に入れ
たり、野菜を分けて新聞紙でくるんだりしていました。配布する会場は、ISS事務所（おお
もりまちづくり会館内・大森3370）と市民活動支援センターの2カ所。配布日時は、毎月
第2・４日曜日、第4木曜日の計3回で、13時30分から15時まで。配布日にどうしても受
け取りに来られない場合には、下記にメールで相談すれば対応してくれるとのことでした。
また、配布物はSNSで案内しており、現在約90人がISSを利用しているそうです。

　現在、活動メンバー募集中とのことですので、一緒に
活動したい人や、食品などの提供をしたい人は、ぜひ下
記へ連絡してみてください。

問フードバンクISS・海老原☎090-9380-7448
 宮本☎090-9297-8855
 foodbankiss@gmail.com

▲小分け作業をしている様子

　毎年5月3日㈷に行われている、県指定無形民俗文化財の
「鳥見神社の獅子舞」が、4年ぶりに一般公開されました。鳥
見神社では、昔から苗代の種まきが終わった時期に、悪魔払
いと豊作を祈念して獅子舞が奉納されています。
　春の陽気に恵まれた当日は、約80人の観客が、色鮮やかな
衣装を身にまとい躍動する獅子の舞を楽しんでいました。
問生涯学習課文化係☎33-4714

　去る5月19日、中央公民館ではマットスの体験講座が開催され、24人の市民らが参加しま
した。マットスは、誰もが簡単に楽しめる脳トレ運動。専用のボールをマス目が描かれたマッ
トに投げ、落ちた場所に応じて得点化し、合計得点を競います。ボールを投げたり拾ったり、
得点を計算したりすることが認知症予防にもつながるそうです。
　当日は講師として、マットスの開発者であるの大藏倫博氏（筑波大学教授）と、人型ロボッ
ト「Pepper（ペッパーくん）」が登場。手を挙げるなど愛嬌たっぷりにマットスの解説をした
ペッパーくんの動きに、会場は笑顔に包まれました。参加者らは、アドバイスをし合いなが
ら高得点を目指しました。また、講座終了後には「元気が出た」「家でも作ってやってみたい」

「頭も体も使って、良い運動になった」などの声が聞かれました。
　体力の有無に関係なく誰もが参加できるマットス。健康づくりや介護予防の1つとして今
後も注目されます。
問中央公民館☎42-2911

取材当日の配布物




